
技術を使って環境を守る

生まれも育ちも東京です。幼稚園のときか
ら習い事で飛び回っていました。ピアノ、
声楽、日本舞踊、極め付きはタレント活動。劇
団に所属する子役で度 テ々レビや舞台に出て
いました。今もバランス感覚よく動き、スピーチ
などでも乗り切れるのは、そのおかげかも。

環境に興味を持ったのは中高生の頃です。
自由研究でも環境について発表しました。大
学に入ってしばらくして「エネルギーや環境によ
い技術が自分たちの暮らしにもっと使われる社
会にしたい」と思い、化学システム工学を専攻
しました。転機は4年生の研究室選びのとき。
当時、学科教授の山田興一先生（現LCS
副センター長）が紹介されたテーマ「環境調
和型都市の構築」が私の心をとらえました。
「私がやりたかったことはこれだ」。他にも希

望者が数名いて、最後は人生で一番気合い
の入ったじゃんけんで勝ち抜きました。その後
も「技術を使ってエネルギー使用をどう最適化
し、どう環境に良い明るく豊かなシステムを構
築するか」という視点で研究を続けています。

特に、温暖化の科学的な研究と評価をする
「気候変動に関する政府間パネル（IPCC）」
に参加し、第3次報告書（2001年）から第5
次報告書（2014年）まで、代表執筆、査読や
編集、会合での交渉などに幅広く関わりました。

今は、日本の進んだ技術を移転して、どう
国益や地球益に結び付けていくかがテーマで
す。環境保護と経済・産業発展、暮らしの豊
かさの両立が大切です。

地球環境問題は領域が多岐にわたり、各
分野に専門の研究者がいます。1つの研究
をひたすら深化させていく研究者が多い中、
私は全体を俯

ふ か ん

瞰し、さまざまな領域を結び付け
る学際的な方法を取っています。ただ、化学
工学的な考え方が基本思考にはあると思いま
す。対象が地球環境でもシステムとして見れ

ば各種要素
に分解され、
熱や物 質を
やりとりしてい
ることに違い
はないのです。
その中で何の
影響が支配的
なのかを見抜
くことが大切で
す。「こういう考
え方で世の中をみればわかりやすい」という自
分なりの見方を若いうちに身に付けると、さま
ざまな場面で応用がききます。私の場合、そ
れが化学工学でした。

プライベートと研究のうまい配分を

女性研究者は、家庭、特に子育てと研究
は両立が難しいと思われがちです。でも、それ
は「両立」の考え方によるのでしょう。どちらか
を犠牲にしている感覚は私にはありません。自
分の中で配分を決めているから。全体を見な
がら、バランス感覚を大事にして「いい加減」
でやっています。子どもは何より輝いている大
事な宝物ですし、子どものおかげで環境問題
に取り組む意欲が高められます。もし、立ちは
だかる壁があったとしたら、それは行く手を阻む
ものでなく、乗り越えるための壁です。楽しん
で乗り越えましょう。

休みの日は、よく家でパーティーを開きます。
子どもの誕生日会だの、バレンタインだのと理
由を付けて。ホストに徹するのが好きです。さ
まざまな分野の方 と々時間を共有し、友達の
ネットワークが何層にも広がるのがうれしいので
す。これもある種の研究や社会観察かもしれ
ません。出会いや感動の経験も、世の中をど
うよりよく変えていくべきかを考えるヒントになり
ます。どんな経験も無駄になりません。そういう
時間をずっと大切にしていきたいです。
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IPCC評価報告書主著者、内閣府CSTI
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気候変動緩和や省エネ・エネルギー効率性向上に関わる技術、

システム、政策の設計と評価

地球環境を守りながら、持続可能な社会の発展を目指しています。高効率
産業プロセス、省エネ型家電、太陽電池など各種技術を生かして、エネル
ギーの効率的な使用を進めるシステムや政策を設計し、評価する研究です。
低炭素社会のためのシナリオとして「温暖化対策における技術に着目した
統合的貢献アプローチと他国への技術協力の在り方への提言」があります。
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家族と過ごす休日。
私が環境問題に取り組めるのも、
子どもたちのおかげです。


